
28・10・19

　ノーベル賞の創設
者であるアルフレッ
ド・ノーベルの 曾  甥 

ひ おい

で、環境問題や紛争
解決等の分野で多く
の功績を残されてい
るマイケル・ノーベ
ル博士が、９月５日
に第二小学校を訪問しました。子どもたち
から自由研究の報告を受けて、その内容に
大変感心されるとともに、引き続き理科を
頑張り、ノーベル賞を受賞できるようにな
ってほしいとメッセージを伝えました。
　また、同校訪問後は市長を表敬訪問さ
れ、子どもたちのようすなどを和やかに話
しました。

マイケル・ノーベル博士が二小を訪マイケル・ノーベル博士が二小を訪問問

　「君の名は−」青年は尋ねたが、彼女は何も言わ
ず去って行った。再会の約束を胸に運命にほんろ
うされる男女の恋愛物語。当時人気であったラジ
オドラマを映像化。
※　上映は第１部のみです。
と　き　１０月１５日（土）午前１０時３０分から、午後
３時３０分から（いずれも３０分前開場）
ところ　公民館貫井北分館
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「君の名は」
第515回市民映画会

（ ）1953年
大庭秀雄監督
127分

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、
恒
久
平
和

を
祈
念
し
て
、
市
で
は
３
年
ご
と

に
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式
を
行
っ
て

い
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１０

２７

１
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ

ー
ル

対　

象　

主
に
第
２
次
世
界
大
戦

の
犠
牲
者
の
遺
族
の
方

そ
の
他　

献
花
式
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
小
商

い
を
始
め
た
い
、
い
つ
か
教
室
や

自
宅
サ
ロ
ン
な
ど
の
場
を
開
き
た

い
と
い
う
女
性
に
向
け
て
、
講
座

女
性
の
小
商
い
を
応
援

「
教
室
の
は
じ
め
か
た
講

座
」
参
加
者
募
集

を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
東
小
金
井
事
業
創
造
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

k
o
-to
.in
fo
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と　

き　
　

月
６
日
（
木
）
午
前

１０

　

時
～
午
後
１
時

１０と
こ
ろ　

Ｃ
Ｏ
儿
舎
（
本
町
１
儿

６
儿　

）
１１

講　

師　

東
希
美
子
さ
ん
（
女
性

起
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

定　

員　
　

人
２０

参
加
費　
　

円
５００

申　

込　

申
し
込
み
は
、
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
電
話
で
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４

２
２
儿　

儿
２
０
４
０
）
へ
。

３１

※　

本
事
業
は
、
市
の
委
託
事
業

で
す
。

 
と　

き　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１０

２０

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と

お
も
ち
ゃ
の
病
院

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
な

か
で
共
に
学
び
な
が
ら
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
思
い
出
を
形
に
残

す
物
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
～　

月
１
日

１１

１０

１２

の
毎
週
木
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前

　

時
～
正
午
（
全
４
回
）

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

内
容
・
講
師　

▽
ゆ
っ
た
り
見
守

る
子
ど
も
の
「
こ
こ
ろ
」
の
育
ち

方
＝
高
城
絵
里
子
さ
ん
（
ル
ー
テ

ル
大
学
専
任
講
師
）
▽
思
い
出
を

楽
し
く
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
！
「
封
筒

で
作
る
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ダ

ー
」
、
子
ど
も
の
成
長
を
イ
ラ
ス

ト
で
残
す
「
わ
く
わ
く
育
児
新

聞
」
＝
宇
田
川
一
美
さ
ん
（
雑
貨

デ
ザ
イ
ナ
ー
）
▽
ど
う
し
た
ら
上

手
く
い
く
？
保
護
者
同
士
の
「
ほ

子
育
て
・
子
育
ち

支
援
講
座

ほ
の
ボ
ー
ノ
子
育
て
学
級

の
ボ
ー
ノ
」
な
関
係
づ
く
り
＝
秋

貞
由
美
子
さ
ん
（
ル
ー
テ
ル
大
学

専
任
講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
保
護
者
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１６

参
加
費　
　

円
（
材
料
費
）

５００

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
。
２
歳
以
上
。　

人
）

１０

申　

込　
　

月
３
日
か
ら
、
電
話

１０

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

 
〈
私
た
ち
の
ま
ち
の 

地
域
研
究
〉

と
き
・
テ
ー
マ　

①　

月　

日
＝

１０

１９

武
蔵
小
金
井
駅
を
知
る
②　

月
２

１１

日
＝
甲
武
鉄
道
か
ら
中
央
線
③　
１１

月　

日
＝
中
央
商
店
街
か
ら
見
る

１６
小
金
井
の
変
遷
④　

月
７
日
＝
岩

１２

村
中
将
と
そ
の
周
辺
、
い
ず
れ
も

水
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
ほ

か講　

師
①
寺
口
泰
正
さ
ん
（　

武
ＪＲ

蔵
小
金
井
駅
長
）
②
三
好
好
三
さ

ん
（
乗
り
物
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
③

大
久
保
昌
弘
さ
ん
（
文
具
店
代

表
）
④
文
化
財
セ
ン
タ
ー
学
芸
員

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　

①　

人
②
～
④　

人

１４

３０

（
い
ず
れ
も
申
込
順
）

申　

込　
　

月
３
日
か
ら
、
電
話

１０

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）へ
。

０４２

３８５

〈
滝
め
ぐ
り
〉

　

南
秋
川
（
檜
原
村
）
を
巡
り
、

 
三  
頭 
大
滝
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

み 

と
う

と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１０

２１

集
散
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
公

民
館
貫
井
南
分
館
出
発
～
午
後
５

時
ご
ろ
同
所
解
散

講　

師　

井
上
博
さ
ん
（
森
林
研

究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
山
道
を
歩
け
る
方

成
人
学
校

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

申　

込　
　

月
７
日
（
必
着
）
ま

１０

で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
公
民
館
貫
井
南
分

館
「
滝
め
ぐ
り
係
」
（
〒　

儿
０

１８４

０
１
４
貫
井
南
町
４
儿
３
儿　

☎
２３

　

儿　

儿
１
１
６
８
）
へ
。

０４２

３８３

〈
親
子
で
楽
し
い 

木
工
教
室
〉

　

自
然
の
素
材
を
生
か
し
た
細
工

で
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
か
ア
ク
セ
サ
リ

ー
を
作
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１０

２３

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

小
山
勲
さ
ん
（
木
工
房

代
表
職
人
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１０

費　

用　

１
作
品　

円
（
材
料

６００

費
）

申　

込　
　

月
３
日
か
ら
、
電
話

１０

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ
。

０４２

３８４

〈
手
書
き
を
楽
し
む 

儿
年
賀
状
〉

　

今
年
は
手
書
き
に
よ
る
一
味
違

う
年
賀
状
を
、
真
心
と
共
に
お
届

け
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
～　

月　

日

１０

３１

１１

１４

の
毎
週
月
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

講　

師　

重
盛
美
紀
さ
ん
（
書
道

講
師
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

費　

用　

千
円
（
材
料
費
）

申　

込　
　

月
３
日
か
ら
、
電
話

１０

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
東
分
館

（
☎　

儿　

儿
４
４
２
２
）
へ
。

０４２

３８４

 　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
気
楽
に
お
し

認
知
症
カ
フ
ェ

ぬ
く
い
き
た

ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
ご

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
に
地
域
の
方

や
専
門
家
と
交
流
、
情
報
交
換
を

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月
３
日
（
月
）
、　

１０

２０

日
（
木
）
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

２
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

参
加
費　
　

円
（
お
茶
代
）

１００

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

公
民
館
貫
井
北
分
館

（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）

０４２

３８５

 　

都
で
は
、　

月　

日
（
土
）
～

１０

２９

　

月
６
日
（
日
）
に
、
文
化
財
に

１１触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
東
京
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
で
も
こ
の
取
り
組
み
に
併
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま

す
。

〈
公
開
事
業
〉

【
国
お
よ
び
都
指
定
文
化
財
の
一

般
公
開
】

　

都
で
は
、
同
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

に
、
都
内
の
国
お
よ
び
都
指
定
文

化
財
の
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
ほ
か
で
配

布
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
国
指
定
史
跡
玉
川
上
水
・
名
勝

小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
】

　

生
涯
学
習
課
お
よ
び
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
解
説
カ
ー
ド
を
配
布
し

ま
す
。

〈
企
画
事
業
〉

【
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展

　

小
金
井
の
ま
つ
り
と
民
俗
】

　

地
元
に
現
代
で
も
伝
承
さ
れ
て

い
る
お
は
や
し
や
、
も
ち
つ
き
等

と
、
す
で
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

麦
打
ち
・
花
火
等
の
民
俗
を
併
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
１
日
（
火
）
～　

１１

１２

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後

２５
４
時　

分
３０

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

関
連
事
業
を
実
施

と
こ
ろ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

【
文
化
財
講
演
会

　

修
復
さ
れ
た
仏
像
】

　

平
成　

年
度
に
修
復
さ
れ
た
木

２７

造 
閻  
魔 
像
（
市
指
定
文
化
財
）
に

え
ん 

ま

つ
い
て
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

１２

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館

講　

師　

岩
崎
靖
彦
さ
ん
（
造
仏

所
代
表
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

６０

申
込
方
法　
　

月
１
日
か
ら
、
電

１０

話
で
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
史
跡
め
ぐ
り

　

小
金
井
歴
史
探
訪
】

　

近
年
新
た
に
指
定
さ
れ
た
市
内

の
文
化
財
や
史
跡
を
解
説
し
な
が

ら
案
内
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１１

１９

９
時
～
午
後
０
時　

分
３０

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

３０

参
加
費　

無
料
（
保
険
代
別
途
）

申　

込　
　

月　

日
（
必
着
）
ま

１０

２８

で
に
、
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ

き
２
人
ま
で
）
に
「
史
跡
め
ぐ

り
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
〉

　

企
画
展
準
備
の
た
め
、　

月　
１０

２４

日
（
月
）
～　

日
（
月
）
は
休
館

３１

し
ま
す
。

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

展
示
に
つ
い
て
＝
文
化

財
セ
ン
タ
ー
（
〒　

儿
０
０
０
３

１８４

緑
町
３
儿
２
儿　

☎　

儿　

儿
１

３７

０４２

３８３

１
９
８
）
、
展
示
以
外
＝
生
涯
学

習
課
文
化
財
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
７
９
）

学
び
・
く
ら
し

小
金
井
市
戦
争
犠
牲
者

追
悼
式
を
開
催

平
和
祈
念
第　

回
１６


